


りです。

これら「施設」固有のプロジェクトの他に,本

学部物理教室及び化学教室,物性研,工学部,教

養学部,などの周辺の諸先生の実験をはじめとし

て,国内外 150人を超える方々に,こ のパルス状

ミュオンをお使い頂いてきております。この「パ

ルス状 ミュオン」の実験手法は,世界的な注目を

集め,英国ラザフォード・ アップル トン研究所で

は,私達の成果を手本として,ごく最近新しい実

験施設を完成させています。

さて,「センター」となった際に,私共がぜひ

強力に推進したいと考えております新しい研究プ

ロジェクトとして次の 2つがあります。 1つ は,

さきほどの真空中の熱エネルギーミュオニウムに

関することであり,こ のミュオニウムを陽子ビー

ムに近い場所で強力につくり, レーザーやプラズ

マで解離することによって,強力な超低速正ミュ

オンビームを得ようというものです。この目的の

ためには,新 しい設備に加えて,新 しい実験室が

必要で,ま た,高エネ研ブースターー次陽子ビー

ムラインに改造が必要です。下図のような実験フ

ァシリティ計画を「センターの整備」として64年

度予算要求をしています。これがうまく実現 しま

すと,真空中に止まったミュオンや ミュオニウム

によるQEDや 弱い相互作用の研究 ,表面 1層 1

層に正 ミュオンを止めることにより表面科学の新

しい研究 ,等々が飛躍的に進むことになります。

この超低速 ミュオン源は加速器のイオン源として

の利用も可能で,再加速によって,原子核からの

ミュオン電気散乱なども出来るようになるかも知

れません。

「センター」におけるいま 1つの新しいプロジ

ェクトは, ミュオン触媒核融合の研究です。64年

予算を待って ,現存するビームチャネルをさらに

強化 し,実験をやり易くすると同時に,放射線安

全対策を強固にして実験を進めます。基礎物理の

興味のほかに,エネルギー生産への実用化などへ

の検討もおこないたいと考えています。

もとより,「施設」時代のμSR実験も発展させ

ていきます。実験は,どなたにでもやれるように,

より簡単化する方策を常に心がけています。少し

でも関心をお持ちの方はぜひ実験をお試し下さい。

プロポーザルは随時受け付けていて,テ スト的に

ビームを使用することは何時でも可能です。
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